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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成31年4月11日(2019.4.11)

【公開番号】特開2018-179699(P2018-179699A)
【公開日】平成30年11月15日(2018.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2018-044
【出願番号】特願2017-78097(P2017-78097)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/892    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/393    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   21/892    　　　Ａ
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ３１０Ａ
   Ｂ４１Ｊ   29/393    １０７　
   Ｇ０３Ｇ   21/00     　　　　
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ３０３　

【手続補正書】
【提出日】平成31年2月27日(2019.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成に使用される画像形成用画像データを参照して、文字が形成された第１領域と
、文字が形成されていない第２領域とを抽出する領域抽出部と、
　前記画像形成用画像データによって用紙に画像形成されることによって得られる印刷物
を読み取って得られた読み取り画像データ中において、前記第１領域の欠陥と前記第２領
域の欠陥とを検知する欠陥検知部と、を有し、画像形成された印刷物を検査する検査装置
であって、
　前記欠陥検知部は、
　前記読み取り画像データ中の前記第１領域においてドットの欠損を検知する第１領域欠
陥検知部と、
　前記読み取り画像データ中の前記第２領域において所定の濃度以上のドットの存在を検
知する第２領域欠陥検知部と、
　を含んで構成されることを特徴とする検査装置。
【請求項２】
　前記領域抽出部は、
　前記画像形成用画像データを構成する少なくとも１色の画素値が所定の閾値以上である
画素が存在する領域を前記第１領域として抽出する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の検査装置。
【請求項３】
　前記領域抽出部は、
　全ての画素において前記画像形成用画像データを構成する全ての色の画素値が０である
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領域を前記第２領域として抽出する、
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２のいずれか一項に記載の検査装置。
【請求項４】
　前記領域抽出部は、
　前記画像形成用画像データを構成する全ての色の画素値が０である注目画素に対し、そ
の注目画素の周辺画素においても全ての色の画素値が０である領域を前記第２領域として
抽出する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の検査装置。
【請求項５】
　前記第１領域欠陥検知部は、
　前記第１領域において、読み取り画像データにおける画像形成に使用された前記用紙の
色としての紙色値との差分が所定の閾値より小さい画素を欠損による欠陥として検知する
、
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の検査装置。
【請求項６】
　前記第１領域欠陥検知部は、
　前記第１領域において、所定の個数以上の連続したドットの欠損を欠陥として検知する
、
　ことを特徴とする請求項５に記載の検査装置。
【請求項７】
　前記第２領域欠陥検知部は、
　前記第２領域において、読み取り画像データにおける画像形成に使用された前記用紙の
色としての紙色値との差分が所定の閾値より大きい画素を欠陥として検知する、
　ことを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の検査装置。
【請求項８】
　前記領域抽出部は、
　前記画像形成用画像データをＮ画素×Ｎ画素ごとの分割領域に分割し、
　前記分割領域中で所定の画素値を各分割領域の代表値と定め、
　各分割領域の代表値を集めることで、前記画像形成用画像データを縦横１／Ｎに縮小し
た縮小画像形成用画像データを生成し、
　前記縮小画像形成用画像データを参照して前記第１領域と前記第２領域とを抽出する、
　ことを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の検査装置。
【請求項９】
　同一の画像形成用画像データを用いて複数枚の印刷物で同じ内容が画像形成される固定
領域と、異なる画像形成用画像データを用いて複数枚の異なる内容の印刷物が画像形成さ
れ前記第１領域と前記第２領域とを含む可変領域と、を設定する領域設定部を備えて構成
され、
　前記欠陥検知部は、
　前記固定領域では、複数枚の印刷物の前記読み取り画像データを前記画像形成用画像デ
ータと比較して欠陥を検知するか、又は、複数枚の印刷物の前記読み取り画像データを予
め用意された基準読み取り画像データと比較して欠陥を検知し、
　前記可変領域では、複数枚の印刷物の前記読み取り画像データについて、前記読み取り
画像データ中のドットの欠損又はドットの存在により欠陥を検知する、
　ことを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の検査装置。
【請求項１０】
　同一の画像形成用画像データを用いて複数枚の印刷物で同じ内容が画像形成される固定
領域と、異なる画像形成用画像データを用いて複数枚の異なる内容の印刷物が画像形成さ
れる可変領域と、を設定する領域設定部と、
　前記固定領域において、印刷物の読み取り画像データを前記画像形成用画像データと比
較して欠陥を検知するか、又は、印刷物の前記読み取り画像データを予め用意された基準
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読み取り画像データと比較して欠陥を検知し、
　前記可変領域において、印刷物の前記読み取り画像データについて、前記読み取り画像
データ中のドットの欠損又はドットの存在により欠陥を検知する欠陥検知部と、
　を備えることを特徴とする検査装置。
【請求項１１】
　画像形成に使用される画像形成用画像データを参照して、文字が形成された第１領域と
、文字が形成されていない第２領域とを抽出する領域抽出部と、前記画像形成用画像デー
タによって画像形成された印刷物を読み取って得られた読み取り画像データ中において、
前記第１領域の欠陥と前記第２領域の欠陥とを検知する欠陥検知部と、を有し、画像形成
された印刷物を検査する検査装置を制御する検査プログラムであって、
　前記欠陥検知部が、前記読み取り画像データ中の前記第１領域においてドットの欠損を
欠陥として検知し、前記読み取り画像データ中の前記第２領域において所定の濃度以上の
ドットの存在を欠陥として検知するよう、検査装置を機能させることを特徴とする検査プ
ログラム。
【請求項１２】
　画像形成された印刷物を検査する検査装置を制御する検査プログラムであって、
　同一の画像形成用画像データを用いて複数枚の印刷物で同じ内容が画像形成される固定
領域と、異なる画像形成用画像データを用いて複数枚の異なる内容の印刷物が画像形成さ
れる可変領域と、を設定し、
　前記固定領域において、印刷物の読み取り画像データを前記画像形成用画像データと比
較して欠陥を検知するか、又は、印刷物の前記読み取り画像データを予め用意された基準
読み取り画像データと比較して欠陥を検知し、
　前記可変領域において、印刷物の前記読み取り画像データについて、前記読み取り画像
データ中のドットの欠損又はドットの存在により欠陥を検知するよう、検査装置を機能さ
せることを特徴とする検査プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上述した目的のうち少なくとも一つを実現するために、本発明の一側面が反映された検
査装置と検査プログラムは、以下のように構成される。
　（１）画像形成に使用される画像形成用画像データを参照して、文字が形成された第１
領域と、文字が形成されていない第２領域とを抽出する領域抽出部と、前記画像形成用画
像データによって用紙に画像形成されることによって得られる印刷物を読み取って得られ
た読み取り画像データ中において、前記第１領域の欠陥と前記第２領域の欠陥とを検知す
る欠陥検知部と、を有し、画像形成された印刷物を検査する検査装置であって、前記欠陥
検知部は、前記読み取り画像データ中の前記第１領域においてドットの欠損を検知する第
１領域欠陥検知部と、前記読み取り画像データ中の前記第２領域において所定の濃度以上
のドットの存在を検知する第２領域欠陥検知部と、を含んで構成されることを特徴とする
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、同一の画像形成用画像データを用いて複数枚の印刷物で同じ内容が画像形成され
る固定領域と、異なる画像形成用画像データを用いて複数枚の異なる内容の印刷物が画像
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形成される可変領域と、を設定する領域設定部と、前記固定領域において、印刷物の読み
取り画像データを前記画像形成用画像データと比較して欠陥を検知するか、又は、印刷物
の前記読み取り画像データを予め用意された基準読み取り画像データと比較して欠陥を検
知し、前記可変領域において、印刷物の前記読み取り画像データについて、前記読み取り
画像データ中のドットの欠損又はドットの存在により欠陥を検知する欠陥検知部と、を備
えることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、画像形成に使用される画像形成用画像データを参照して、文字が形成された第１
領域と、文字が形成されていない第２領域とを抽出する領域抽出部と、前記画像形成用画
像データによって画像形成された印刷物を読み取って得られた読み取り画像データ中にお
いて、前記第１領域の欠陥と前記第２領域の欠陥とを検知する欠陥検知部と、を有し、画
像形成された印刷物を検査する検査装置を制御する検査プログラムであって、前記欠陥検
知部が、前記読み取り画像データ中の前記第１領域においてドットの欠損を欠陥として検
知し、前記読み取り画像データ中の前記第２領域において所定の濃度以上のドットの存在
を欠陥として検知するよう、検査装置を機能させることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、画像形成された印刷物を検査する検査装置を制御する検査プログラムであって、
同一の画像形成用画像データを用いて複数枚の印刷物で同じ内容が画像形成される固定領
域と、異なる画像形成用画像データを用いて複数枚の異なる内容の印刷物が画像形成され
る可変領域と、を設定し、前記固定領域において、印刷物の読み取り画像データを前記画
像形成用画像データと比較して欠陥を検知するか、又は、印刷物の前記読み取り画像デー
タを予め用意された基準読み取り画像データと比較して欠陥を検知し、前記可変領域にお
いて、印刷物の前記読み取り画像データについて、前記読み取り画像データ中のドットの
欠損又はドットの存在により欠陥を検知するよう、検査装置を機能させることを特徴とす
る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
（２）以上の（１）において、前記領域抽出部は、前記画像形成用画像データを構成する
少なくとも１色の画素値が所定の閾値以上である画素が存在する領域を前記第１領域とし
て抽出する、ことを特徴とする。
（３）以上の（１）～（２）において、前記領域抽出部は、全ての画素において前記画像
形成用画像データを構成する全ての色の画素値が０である領域を前記第２領域として抽出
する、ことを特徴とする。
（４）以上の（３）において、前記領域抽出部は、前記画像形成用画像データを構成する
全ての色の画素値が０である注目画素に対し、その注目画素の周辺画素においても全ての
色の画素値が０である領域を前記第２領域として抽出する、ことを特徴とする。
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【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
（５）以上の（１）～（３）において、前記第１領域欠陥検知部は、前記第１領域におい
て、読み取り画像データにおける画像形成に使用された前記用紙の色としての紙色値との
差分が所定の閾値より小さい画素を欠損による欠陥として検知する、ことを特徴とする。
（６）以上の（５）において、前記第１領域欠陥検知部は、前記第１領域において、所定
の個数以上の連続したドットの欠損を欠陥として検知する、ことを特徴とする。
（７）以上の（１）～（６）において、前記第２領域欠陥検知部は、前記第２領域におい
て、読み取り画像データにおける画像形成に使用された前記用紙の色としての紙色値との
差分が所定の閾値より大きい画素を欠陥として検知する、ことを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
（８）以上の（１）～（７）において、前記領域抽出部は、前記画像形成用画像データを
Ｎ画素×Ｎ画素ごとの分割領域に分割し、前記分割領域中で所定の画素値を各分割領域の
代表値と定め、各分割領域の代表値を集めることで、前記画像形成用画像データを縦横１
／Ｎに縮小した縮小画像形成用画像データを生成し、前記縮小画像形成用画像データを参
照して前記第１領域と前記第２領域とを抽出する、ことを特徴とする。
（９）以上の（１）～（８）において、同一の画像形成用画像データを用いて複数枚の印
刷物で同じ内容が画像形成される固定領域と、異なる画像形成用画像データを用いて複数
枚の異なる内容の印刷物が画像形成され前記第１領域と前記第２領域とを含む可変領域と
、を設定する領域設定部を備えて構成され、前記欠陥検知部は、前記固定領域では、複数
枚の印刷物の前記読み取り画像データを前記画像形成用画像データと比較して欠陥を検知
するか、又は、複数枚の印刷物の前記読み取り画像データを予め用意された基準読み取り
画像データと比較して欠陥を検知し、前記可変領域では、複数枚の印刷物の前記読み取り
画像データについて、前記読み取り画像データ中のドットの欠損又はドットの存在により
欠陥を検知する、ことを特徴とする。
（１０）同一の画像形成用画像データを用いて複数枚の印刷物で同じ内容が画像形成され
る固定領域と、異なる画像形成用画像データを用いて複数枚の異なる内容の印刷物が画像
形成される可変領域と、を設定する領域設定部と、前記固定領域において、印刷物の読み
取り画像データを前記画像形成用画像データと比較して欠陥を検知するか、又は、印刷物
の前記読み取り画像データを予め用意された基準読み取り画像データと比較して欠陥を検
知し、前記可変領域において、印刷物の前記読み取り画像データについて、前記読み取り
画像データ中のドットの欠損又はドットの存在により欠陥を検知する欠陥検知部と、を備
えることを特徴とする。
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